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 2012年から 13年にかけての冬、Idle No Moreと総称される先住民運動がカナダ全

土で燃え盛り、世界各地に波及していった。一時の集中的な運動の波は静まっていっ

たが、現在も反パイプライン運動などを中心に、カナダにおける先住民の対抗運動は

衰えをみせていない。諸運動の安易な一括はできないものの、そこには底流において

共有される、集合的な政治的意思があらわれている。その政治的意思とはどのような

ものか。40余年ぶりとも評される大規模で持続的な対抗運動が「多文化主義の国」で

生じたことに、どのような意味を読み取りうるか。本報告はこうした問いを起点とし

て現代カナダの先住民政治の争点を示すとともに、その表層を飾る「和解」言説の背

後にある統治論理を明らかにする。そのために、以下の 2つの方法がとられる。 

 

1．共時的視点だけでなく通時的視点を重視する。なぜなら、昨今の先住民政治の争

点を明確化するには、その背後に積み重ねられてきた歴史を辿ることが有効だからで

ある。とはいえ本報告が遡るのは、カナダ政府によってWhite Paperが提起された 1969

年までである。それは、この政策綱領に対する抗議を契機として現代カナダ先住民運

動が隆盛し、先住民政策の主要な枠組みもそれらに呼応して登場してきたため、1969

年以降を現代カナダ先住民－植民国家関係構築の一時代とみなせるからである。 

2．定住植民地研究（settler colonial studies）の分析視角、とりわけ人類学者パトリ

ック・ウルフが提示した分析視角を用いる。定住植民地主義（settler colonialism）概

念は、それが早くから適用されてきたイスラエル－パレスチナ関係だけでなく、カナ

ダやオーストラリアの民族統治法を分析・批判するために盛んに用いられている。な

かでもウルフは、定住植民地における先住民統治の明晰な分析視角を提示した、重要

な先駆者である。本報告では、とくにカナダの土地交渉政策を分析・批判するために

ウルフの議論を活用し、上述の歴史的分析とあわせて、定住植民地主義の統治構造が

カナダ先住民政治の根幹に生きつづけていることを示す。 

 

上述のような批判的議論を通して本報告が探究するのは、先住民－植民国家関係を

再構築するための条件である。「和解」「共生」といった美辞が飾り立てる表層の奥に

は、あらかじめ枠づけられた「交渉」のテーブルの上で、先住民の土地生活者に影響

する諸決定がくだされてしまう状況がある。こうした「政治」に生活者が突きつける

否の声を前に、植民国家はその政治的意思に応答することを求められている。 


